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ご
あ
い
さ
つ京

都
市
中
京
区
社
会
福
祉
協
議
会
　

会
長
　
川
口
　
東
嶺

こ
の
た
び
、
山
段
芳
春
会
長
が
ご
逝
去
さ
れ
、
は
か
ら
ず
も
職
務
代
理

者
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
私
が
、
こ
の
た
び
会
長
と
し
て
任
期
を
引
き
継

ぐ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
法
人
初
代
の
山
本
は
る
会
長
と
山
段
芳
春
会
長

は
、
法
人
創
設
期
に
お
い
て
社
協
組
織
の
強
化
、
財
政
基
盤
の
強
化
、
拠

点
づ
く
り
の
３
つ
の
目
標
を
掲
げ
ら
れ
、
と
も
に
目
標
を
成
し
遂
げ
ら
れ

ま
し
た
こ
と
は
大
き
な
功
績
で
あ
り
ま
す
。
中
京
区
民
の
皆
さ
ま
の
お
声

に
基
づ
い
た
地
域
福
祉
活
動
を
展
開
し
、
多
く
の
支
持
を
獲
得
し
て
い
く

と
い
う
お
二
人
の
ご
遺
志
を
ひ
き
つ
ぎ
、
会
長
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
職
務

を
遂
行
し
て
い
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。

ご
存
知
の
と
お
り
、
社
会
福
祉
の
情
勢
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
お

り
ま
す
。
来
年
四
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
の
開
始
は
五
十
年
に
一
度
の
社

会
福
祉
の
大
改
革
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
あ
た
っ
て
従
来
の
行
政

の
「
措
置
」
か
ら
「
自
由
選
択
の
契
約
」
へ
と
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
介
護
環
境
の
大
転
換
が
は
か
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
に
伴
っ
て
サ
ー
ビ
ス
内
容
と
質
を
適
切
に
確
保
し
、
高
齢
者
の
権

利
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
介
護
保
険

の
枠
組
み
に
限
ら
ず
、
障
害
の
あ
る
方
や
子
ど
も
た
ち
も
含
め
あ
ら
ゆ
る

人
た
ち
が
い
き
い
き
と
地
域
で
生
活
し
て
い
く
た
め
の
権
利
を
守
り
支
援

を
行
う
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

お
り
し
も
「
す
べ
て
の
世
代
の
た
め
の
社
会
」
を
め
ざ
し
た
「
国
際
高

齢
者
年
」
の
本
年
は
、
中
京
区
社
協
が
法
人
化
し
て
五
周
年
を
迎
え
る
と

い
う
節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。
中
京
区
社
協
が
従
来
か
ら
追
求
し
て
き
た

住
民
主
体
の
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
に
、
よ
り
一
層
力
を
そ
そ
ぐ
べ
き
重

要
な
段
階
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
方
と
手
を
携
え
て
、
区
民
の
皆

さ
ま
に
た
よ
り
に
さ
れ
る
社
協
と
し
て
発
展
し
て
い
く
よ
う
、
全
力
を
尽

く
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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平成11年度中京区青少年の福祉体験事業ユースアクション’99 本会高齢者ミニディサービス事業での一コマ「スイカってどうやって切るのかな？」「あぶない、あぶない」
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平成6年度
○中京区社会福祉協議会法人格取得
平成６年４月１日知事認可を得て社会福祉法人とし

て誕生いたしました。

住民や企業のみなさまの浄財によって、財源を確保

し、専任職員を設置し独立した事務所をかまえました。

○各学区社会
福祉協議会
での町委員
制度の設置
各学区で町委員

さんを設置してい

ただき、各学区社

協の活動の基盤を

強めていただくこ

とにしました。

○賛助会員制度の創設
区民のみなさんに中京区社協

の活動に賛同していただき、

ご支援をいただく賛助会員制

度を創設いたしました。

平成7年度
○「中京区地域福祉センター」を開設
中京区民の皆さんと地域福祉について話しあい、行

動していく拠点として元教業小学校跡地に「中京区地

域福祉センター」を開設しました。そして、区社協の

事務所もここに引っ越しました。

○「ふれあいいきいきサロン」事業の
開始
中京区は、ひとり暮らしの方や高齢者夫婦世帯

が多いまちです。高齢の方の仲間づくりの場として

レクレーションや創作活動などを行い、在宅生活をよ

り豊かにするために「サロン」活動を行っています。

b日　時：毎月11日　午後1時30分～3時30分

b場　所：中京区地域福祉センター　2階

b対　象：中京区にお住まいの65歳以上の方でご自分　

で来所できる方

b参加費：無料

b内　容：健康チェック、

歌、レクレーション、

創作活動

○「ふれあいいきいきサロン」協力
ボランティアグループ「いきいき会」
結成
「ふれあいいきいきサロン」活動はボランテ

ィアグループ「いきいき会」によって運営さ

れています。サロン活動で行うレクレーショ

ンや創作活動を企画したり、当日の運営を行

っています。一緒に活動していただけるボラン

ティアさんをいつでも募集しています。

議会 が産声をあげてから、
を振 りかえってみます。
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平成8年度

○ボランティアセンター開設
ボランティア活動に関心のある方、現在ボランティ

ア活動において悩みをかかえている方、ボランティア

の支えが必要な方などボランティア活動についてあら

ゆる面でサポートしていくため、「ボランティアセン

ター」を設置しています。

1.情報の発信

ボランティア活動への参加、

理解を求めるためにボランティ

ア情報誌やインターネットホー

ムページを開設しています。

2.相談・登録・あっせん

「ボランティアをやってみたい」「ボランティアに手

伝いにきてほしい」など施設・グループ・個人からの

相談を受けてあっせんをしたり、必要な情報を提供し

ています。

3.学習・講座

ボランティア活動に関心のある方を対象に入門講座

を開催しています。また、学生や社会人を対象とした

福祉体験事業も行っています。

4.支援

会議室の利用や視聴覚器材の貸し出しを行っていま

す。また、安心してボランティア活動を行っていただ

くためにボランティア保険の加入受付も行っています。

◆主な貸し出し器材

液晶プロジェクター、ビデオデッキ、スクリーン、

ワイヤレススピーカー、その他、福祉活動者やボラン

ティアさんに対して、印刷機、コピー機を無料でお使

いいただけます。（ただし紙代はご負担いただきます）

○中京区高齢者
ミニデイサービス事業開始
体がご不自由であったり痴呆症状のある方々を車で

お迎えにあがり、中京区地域福祉センターでレクレー

ションや創作活動で一日楽しく過ごしていただきます。

b日　時：毎週／月・水・金　

午前10時30分～午後3時

b場　所：中京区地域福祉センター　2階

b対　象：中京区内にお住まいでお体が少し

不自由なあるいは痴呆症状が

少しある65歳以上の方

b利用料：おひとり一日1,000円

b内　容：健康チェック、歌、

レクレーション、

昼食、創作活動、

交流など

○中京区ミニデイ
サービス協力ボランティアグループ
「花みづきの会」結成

「ミニデイサービ

ス」事業はボランテ

ィアグループ「花み

づきの会」の全面的

な協力によって運営

しています。健康チ

ェックやレクレーシ

ョンなどのお手伝い

や昼食のお汁物をつ

くっていただくなど当日の運営を支えていただいてい

ます。また、利用者さんの送迎のための車の運転もし

ていただいています。一緒に活動していただけるボラ

ンティアさんをいつでも募集しています。

特集ì中京区社会福祉協議会法人化5周年の活動のあゆみ

中京区社会福祉協議会 が産声を
行った主な活動を振 りかえっ
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平成10年度
○中京区介護家族の会への支援

在宅で高齢者や障害のある方を介護されている家族

がともに苦労を分かちあい、学びあい、交流していく

ために介護家族の会が結成されました。会では、研修

を行ったり会報を発行して介護に関する情報を提供し

たり、過酷な介護生活からの精神的・肉体的なリフレ

ッシュをはかるため「リフレッシュ旅行」を企画する

など、同じ立場のご家族同士でともに助けあいながら

仲間の輪が広がっています。中京区社協は会活動を全

面的に支援し、地域ぐるみで支えあう介護環境の整備

に努めています。

会 員 数：125名（平成11年9月現在）

入会要件：中京区にお住まいで介護を要する方を在宅で

介護している方あるいは、在宅で介護なさっ

た経験のある方

○高齢者や介護者を支える
各種の取り組み

・全市に先駆けて区民を対象に介護保険を学習するシン

ポジウムを開催しました。

・高齢者や介護者を支えていくため、保健福祉にかかわ

る関係者で定期的に協議の場をもっています。

ò

平成9年度
○手話ボランティア入門講座開催
この年から毎年、ボランティア入門講座として「京

都市聴覚障害者協会中京支部」・「京都市手話学習会み

みずく中京支部」のご協力のもと、手話の入門講座を

開催しています。この講座受講をきっかけに、本格的

に手話の学習を始めたり地元で手話の学習会を継続的

に開催されたりとボランティアの輪が広がっています。

○「青少年の福祉体験事業」の開始
中学生や高校生の皆さんが夏休み期間等を利用して

社会福祉施設で高齢者や障害児・者、幼児の方々とふ

れあっていただく活動です。

11年度の活動の様子を６・

７ページに掲載しています
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特集ì中京区社会福祉協議会法人化5周年の活動のあゆみ

中
京
区
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
川
口
東
嶺
会

長
の
も
と
、
高
い
使
命
感
を
礎
に
区
民
の
期
待
に
応
え
地
域
福
祉

推
進
の
中
核
と
し
て
先
導
的
な
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
京
都
市
政
・
中
京
区
政
に
対
し
多
大
な
ご
支
援
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
こ
こ
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
区

社
協
社
会
福
祉
法
人
化
五
周
年
を
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

京
都
市
で
は
、
桝
本
頼
兼
市
長
を
先
頭
に
皆
様
方
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
、
い
つ
ま
で
も
住
み
つ
づ
け
た
い
ま
ち
、
元

気
な
京
都
を
目
指
し
様
々
な
施
策
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
二
十
一
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
と
な
る
「
グ
ラ

ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

中
京
区
内
に
お
き
ま
し
て
は
、
子
育
て
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
こ

ど
も
み
ら
い
館
や
芸
術
セ
ン
タ
ー
の
新
設
、
御
池
通
シ
ン
ボ
ル
ロ

ー
ド
や
二
条
駅
周
辺
の
整
備
な
ど
を
皆
様
方
の
ご
協
力
を
得
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
中
京
で
は
減
少

し
て
い
た
人
口
が
こ
こ
２
年
間
増
加
に
転
じ
、
元
気
な
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
が
、
世
帯
分
離
が
著
し
く
特
に
高

齢
の
単
身
世
帯
の
増
加
が
目
立
ち
、
地
域
福
祉
や
地
域
づ
く
り
に

と
り
厳
し
い
課
題
で
す
。
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
介
護
保
険

制
度
の
発
足
を
控
え
、
区
役
所
と
い
た
し
ま
し
て
心
豊
か
な
福
祉

社
会
の
創
造
を
目
指
し
区
社
協
と
の
連
携
を
密
に
し
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

中
京
区
社
協
が
益
々
充
実
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
を
祈
り
挨
拶
と

し
ま
す
。

中
京
区
社
会
福
祉
協
議
会
の

さ
ら
な
る
発
展
を
祈
念
し
て

中京区社会福祉協議会
TEL.075-822-1011

へお気軽にご連絡下さい。
FAX.075-822-1829

中
京
区
長
　
岡
部
　
弘

二
十
三
学
区
の
社
会
福
祉
協
議
会
を
始
め
各
福
祉
関
係
団
体
の
総
力
を
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
社
会
福
祉
法
人
設
立
か
ら
丸
五
年
が
経
過
い
た

し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
中
京
区
社
会
福
祉
協
議
会
は
多
額
の
費
用
を
か
け
元

教
業
小
学
校
跡
地
を
改
装
整
備
し
、
自
前
の
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
し
て
事

業
活
用
し
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・
実
施
、
中
京
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
開
設
並
び
に
基
盤
で
あ
る
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
町
委
員
制

度
の
導
入
、
自
主
財
源
と
し
て
の
賛
助
会
費
制
度
の
実
施
な
ど
区
域
の
公
私

福
祉
団
体
を
結
集
し
着
々
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
社
会
的
評

価
も
高
め
つ
つ
あ
り
ま
す
。

さ
て
中
京
区
は
ご
存
知
の
と
お
り
、
都
心
部
小
学
校
の
統
廃
合
に
よ
り
堀

川
以
東
地
域
で
は
九
校
か
ら
二
校
へ
と
激
減
し
、
ま
た
、
人
口
に
占
め
る
六

十
五
歳
以
上
の
割
合
は
二
十
％
を
超
え
、
ま
さ
し
く
少
子
高
齢
社
会
の
ま
ち

で
あ
り
ま
す
。
来
年
四
月
か
ら
い
よ
い
よ
介
護
保
険
制
度
が
開
始
さ
れ
ま
す

が
、
日
常
生
活
で
常
に
介
護
を
必
要
と
し
、
在
宅
で
の
介
護
が
困
難
で
あ
る

高
齢
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
中

京
区
内
に
は
一
カ
所
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
で
も
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
入
所
は
約
二
年
待
ち
と
い
う
状
況
で
あ
り
、
や
っ
と
入
所
で
き
て
も
、
慣

れ
親
し
ん
だ
ま
ち
か
ら
遠
く
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が

往
々
に
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
で
は
介
護
保
険
が
ス
タ
ー
ト
し
て
も
、「
保

険
あ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
な
し
」
と
い
う
区
民
感
情
は
、
ぬ
ぐ
う
こ
と
が
で
き
な

い
で
し
ょ
う
。

わ
た
し
た
ち
中
京
区
社
協
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
中
京
区
内
に

あ
る
都
心
部
の
小
学
校
跡
地
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
そ
れ
に
付
随
し
て

在
宅
介
護
を
支
え
る
在
宅
サ
ー
ビ
ス
提
供
施
設
の
建
設
を
京
都
市
行
政
に
強

く
働
き
か
け
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
福
祉
施
設
は
、
地
域
の
み
な

さ
ん
が
福
祉
問
題
を
学
び
、
地
域
で
の
福
祉
活
動
を
広
げ
て
い
く
た
め
の
拠

点
と
も
な
る
も
の
で
あ
り
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
く
上
で
の

影
響
は
絶
大
な
も
の
と
な
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

今
後
と
も
中
京
区
社
協
は
、
私
た
ち
の
ま
ち
中
京
区
が
住
み
よ
い
ま
ち
に

な
る
よ
う
、
積
極
的
に
活
動
を
展
開
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
ご
支

援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

都
心
部
小
学
校
跡
地
に

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
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支 出 収 入

�

合　　計�

59,588,682
職員費�
19,368,221円�
�

法人運営費�
5,093,307円�
�

ミニデイサービス事業　�
4,473,659円�

学区社協事業費　�
12,429,000円�

繰越金　2,301,828円�
�

その他の事業　1,505,858円�
�

高齢者・障害者・児童福祉事業　�
2,934,528円�
�

広報・研究費　1,416,807円�
� 福祉団体・施設育成費�
　　　1,400,000円�
�

地域福祉センター事業　�
1,296,264円�
�

基金繰入・賛助会費積立金戻入�
3,321,100円�
�

ボランティアセンター事業�
4,048,110円�
�

合　　計�

59,588,682

市社協補助金（職員費）�
18,745,000円�
�

一般会費　437,000円�
�

市社協補助金（事業費）�
9,116,000円�
�

共同募金配分金�
10,970,954円�
�

賛助会費�
11,605,699円�
�

繰越金　　3,143,050円�
�

積立金戻入　2,000,000円�
�

預金利息　　　174,434円�
�

寄付金収入　　530,000円�
�事業収入　　1,816,500円�
�

その他収入　1,050,045円�
�

平成10年度 中京区社会福祉協議会一般会計決算のご報告

【作業所？】

共同作業所への参加は、今年は１名のみとなりまし

た。毎年共同作業所への参加希望者が少ないのが現状

です。

高齢者や児童福祉施設は、なんとなく聞いたことが

あったり、これまで見学したことがあるなど、比較的

知られているところもあり、抵抗なく申込みやすいの

でしょうか。一方、共同作業所は心身に障害があるた

めに、働きたくても働けない、養護学校を卒業しても

近くに働くところがない、こうした方々の願いを実現

するための福祉施設ですが、一般の方は、共同作業所

という福祉施設の名前すら聞いたこともないし、何を

しているところかわからないという認知度の低さから

参加希望者が少ないのだと思われます。

作業所の仲間

は、はじめて作

業所に訪ねてく

る方にも愛想良

く明るく迎えて

くださいます。

実際に三日間体

験された参加者

に聞くと、「楽

しかった」とい

う感想が必ず返

ってきます。

今年の学生さんも

申込み時は、「何歳ぐ

らいの人がおられる

のですか」と戸惑い

ながらの参加となり

ました。

二日目。共同作業

所の仲間と一緒にドライブです。楽しいはずのドライ

ブかと思いきや、実は今日は、契約の会社の清掃作業

の日です。この日は大変暑い日で、ガラスクリーナー

とタオルを持って仲間と一緒に汗だくの重労働。夕食

は、さぞおいしかったことでしょう。

最終日。今日こそ本当のドライブです。今日は神戸

のしあわせの村への遠足の日です。仲間も職員さんも

学生さんも、自然と青空のもと身も心も童心に帰って

思い思いに楽しみました。帰宅後、学生さんより「楽

しかったのひとことです。」との感想をいただきまし

た。

その後他の施設も見てみたいとのことで、高齢者ミ

ニデイサービスセンターでの体験にも参加され、今後

いろいろな福祉施設を見学したり、体験したりして、

自分にあったボランティアの活動を継続していきたい

とのことでした。

この経験を生かして、自分にあったボランティア活

動を見つけていただきたいと思っています。

平成9年度より実施している中京区青少年の福祉体験事業に、今年も多くの
学生さんにご参加いただき、区内の保育園・児童館・共同作業所・高齢者ミ
ニデイサービスセンターで短い夏の経験と思い出づくりに汗を流しました。
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平成11年１月より区民の皆さまにお願いをいたしました中京区社会福祉協議会の平成11年度賛助会費は、皆さま方
の深いご理解とご協力をいただき、総計11,715,300円となりました。誠にありがとうございました。
介護保険など新たな福祉施策の導入の中で、ますます地域福祉への期待が高まってまいります。今後も引き続き賛
助会員への加入にご協力賜りますようよろしくお願い申し上げます。

支 出 収 入

�

学区社協事業　�
12,947千円�

その他費　3,330千円�
�

社会福祉大会費　1,000千円�
�

法人運営費　�
3,910千円�

ボランティアセンター事業　�
2,321千円�
�

福祉団体・施設育成費　�
722千円�
�ミニデイ事業　4,500千円�
�

広報・研修費　�
1,200千円�
�

高齢・障害者・�
児童福祉事業費　�
1,960千円�
�

市社協会費　100千円�
�

地域福祉基金積立　�
2,400千円�
�

事  業  費 
合　 　計 
34,390 
（単位：千円） 

事  業  費 
合　 　計 
34,390 
（単位：千円） 

市社協補助金�
6,192千円�
�

その他収入　5千円�
�

共同募金配分金　�
10,866千円�
�

賛助会費　�
12,000千円�

積立金戻入　1,000千円�
�

繰越金　2,000千円�
�

事業収入　1,600千円�
�

一般会費　�
437千円�
�

預金利息　290千円�
�

平成11年度 中京区社会福祉協議会一般会計予算

（別途　職員費21,408千円） （別途　職員費20,908千円）

平成11年度 中京区青少年の福祉体験事業ユースアクション ’99

【 特 技 】

ある保育園で学校の夏休みの宿題のために、何気

なく参加した学生が３名いました。３名とも、これ

まで園児と接する機会がないということです。

一日目。来園し、いざ活動となっても、どう子供

と接したらいいのかという不安感と、まわりの園児

すべてに目をかけなければならないという義務感か

らか、そうとう気を使っているようで、ひとつも楽

しんでいるようには見えませんでした。

見かねた園長や保育士さんが、せっかく三日間の

短い体験なので、楽しんで夏の思い出をつくっても

らいたいという思い

から、いろいろ頭を

悩ませていただきま

した。

結果、たまたま３

名は、高校の被服科

に通っているため、

何とかこと特技を生

かせないものかとい

うことで、手芸で

「ぬいぐるみ」を作

ってもらいそれを園

児の前で披露する場

を作ってはどうか

とのプログラムを

立てていただきま

した。

園児と離れ、開

放された？３名

は、別室で自分の

特技である、針と

糸を使って「ぬい

ぐるみ」づくりに

取り組みます。し

かし、水を得た魚

のようにとはいか

ず、披露することのプレッシャーからなのか、無口

で黙々と作業に取り組んでいます…。

最終日。３名は「ぬいぐるみ」を完成させた達成

感とともに園児からの iすごいeというあついまな

ざしを受けたことと、そして、とにもかくにも夏休

みの宿題が一つ終わったということは間違いありま

せん。

この保育園での体験が、その時の本人達にとって

どうであったかは別にして、将来につながる貴重な

経験となるのではないでしょうか。彼女達の今後に

期待します。
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中京区社会福祉協議会では、今年度つぎのような活動を予定しています。

これからも区民のみなさんに
信頼される社会福祉協議会をめざします

日　時：平成11年11月19日（金）
午後2時～7時30分

会　場：全日空ホテル　二階　平安の間
中京区堀川通り二条城前　@231ì1155

内　容：1 部／式典　午後2時～3時5分

2 部／記念講演ならびに手話劇　午後三時十五分～五時
記念講演「生涯教育における福祉教育について」
b講演者／神戸女子短期大学教授　　蜂須賀　弘久氏（元京都教育大学学長）
b手話劇／京都市聴覚障害者協会中京支部・京都市手話学習会「みみずく」中京支部

のみなさん

3 部／交流会　午後5時30分～7時30分

社会福祉法人京都市中京区社会福祉協議会

法人設立5周年記念祝賀会

中京区介護ボランティア養成講座
（3級ヘルパー資格取得講座）

中京区内での地域や福祉施設でのボランティア活動を推進す

るとともに、在宅での介護や介助に役立つ技能や資質を向上さ

せ、資格取得の機会とすることを目的に開催いたします。

主　　　催：中京区社会福祉協議会・京都市社会福祉協議会
受講対象者：中京区民で次の要件を満たしている人とします

A中京区・学区の福祉活動に参加している人、参加意志のある人
B中京区の福祉施設の活動に参加している人、参加意志のある人
Cその他、介護者または、ヘルパー資格を取得したい人

定　　　員：50名程度といたします。
受 講 費 用：6000円（資料ならびに実習費）とします。
受 講 内 容：厚生省の定めたカリキュラムに従って、介護にかかわる基本的な知識や具体的な介護

技術など約10日間で50時間受講いただく内容となっています。
開 講 期 間：平成12年1月～2月ごろ

講座の詳細は11月ごろに決定いたしますが、受講希望の方はそれまでに中京区社会福祉協議会までご連

絡くだされば、決定後詳細の資料をお送りいたします。
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